
（別紙５）

公表⽇ 令和8年3⽉24⽇

利⽤児童数 26⼈中24⼈回答 回収数 92.30%

チェック項⽬ はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意⾒

1 訪問⽀援に使⽤する教具教材が整えられていますか。 19 1 4

実際に現場や場⾯を⾒ていないのでなんと
も⾔えないです。
整えて頂いております。
特に視覚⽀援カードを保育所等訪問の時に
使って頂けた事がありがたかったです。

2 プライバシーに配慮された⾯接室等が整えられていますか。 20 3 1
⾯談の時にはプライバシーがしっかり守ら
れた、よろずますとさんにて、快適にお話
させて頂いております。

3 事業の⽬的が適切に説明されていると思いますか。 24

4
保育所等訪問⽀援の頻度や時間について、相談の上決定されています
か。 22 1 1

いつもありがとうございます。
保育所もだいぶ協⼒してくださりました
が、まだまだ協⼒いただきたいところもた
くさんあります…
もっと⼊れればいいのに…😭

5
こどもの状態に応じた⽀援が提供できる職員（職種や⼈数）体制だと思
いますか。 22 1 1

6
こどものことを⼗分に理解し、こどもの特性等に応じた専⾨性のある⽀
援が受けられていると思いますか。 23 1

7
こどものことを⼗分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、保育所等訪問⽀援計画（個別⽀援計画）が作成されて
いると思いますか。

23 1

8
保育所等訪問⽀援計画（個別⽀援計画）には、訪問先施設や担任等の意
向が盛り込まれていると思いますか。 21 3

9
保育所等訪問⽀援計画には、保育所等訪問⽀援ガイドラインの「保育所
等訪問⽀援の提供すべき具体的内容」も踏まえながら、具体的な⽀援内
容が設定されていると思いますか。

23 1

10 保育所等訪問⽀援計画に沿った⽀援が⾏われていると思いますか。 23 1

11
保育所等訪問⽀援を実施する際、訪問先施設に配慮した⽀援が⾏われて
いると思いますか。 22 2

12
事業所を利⽤する際に、運営規程、利⽤者負担等について丁寧な説明が
ありましたか。 24

13
「保育所等訪問⽀援計画」を⽰しながら、⽀援内容の説明がなされまし
たか。 23 1

14
事業所では、家族に対して家族⽀援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が⾏なわれていま
すか。

24

15
必要なときにこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の
状況、課題について共通理解ができていると思いますか。 23 1

16 定期的に、⾯談や⼦育てに関する助⾔等の⽀援が⾏われていますか。 23 1

17 事業所の職員から共感的に⽀援をされていると思いますか。 24

18

こどもや家族からの相談や申⼊れについて、対応の体制が整備されてい
るとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて
周知・説明され、相談や申⼊れをした際に迅速かつ適切に対応されてい
ますか。

23 1

19
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされている
と思いますか。 23 1

20
事業所は、訪問先施設からの相談等に適切に応じ、必要な助⾔と⽀援が
⾏われていると思いますか。 23 1

21
保育所等訪問⽀援を実施した際に、訪問先施設と訪問⽀援の内容につい
て話し合いが⾏われていると思いますか。 22 1 1
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保護者からの事業所評価の集計結果公表



22
保育所等訪問⽀援を実施した際に、保護者に対して適切に共有がなされ
ていると思いますか。 23 1

HUGにて共有して頂いております。
訪問の様⼦を写真や丁寧な⽂章で教えて頂
き、集団⽣活に送り出すことの不安が軽く
なりました。息⼦にとっても、⺟である私
にとっても、保育所等訪問は本当に必要な
⽀援です。

23
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や連絡体制等の情報
や業務に関する⾃⼰評価の結果をこどもや保護者に対して発信されてい
ますか。

24

24 個⼈情報の取扱いに⼗分に留意されていると思いますか。 23 1

25
事業所では、緊急時の対応について訪問先施設と連携し、実践できるよ
うにしていると思いますか。 20 1 3

すみません、認識不⾜で連携しているのか
分かりませんでした。

26
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される
等、安全の確保が⼗分に⾏われた上で⽀援が⾏われていると思いますか
 。

22 2

27 こどもは訪問⽀援を嫌がっていませんか。 23 1

28 事業所の⽀援に満⾜していますか。 24
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（別紙６）

公表⽇
利⽤児童

数

チェック項⽬ はい
どちらとも
いえない

いいえ ご意⾒ ご意⾒を踏まえた対応

1
訪問⽀援員からの助⾔や説明は、具体的でわかりやすく、
取り⼊れやすいものですか。

9 1

・いつも助⾔などわかりやすく説明頂き
ありがとうございます。取り⼊れられる
ものと園においての環境によっては難し
さがあります。
・座る際の姿勢やコンパスについての助
⾔が助かりました。
・訪問後にいただける報告書を読むと児
童の今後の課題や⽬標が分かりやすく記
載されいて参考になった。
・実際に⽀援している⽅法を何のために
⾏っているのかわかりやすく説明、⾒本
も⾒せていただくことで参考になってい
る。
・専⾨⽤語が⼊ると︖となるときもある
が、わかりやすく取り⼊れやすい。うま
くいかない時は、また違った⽀援の仕⽅
を教えていただきている。
・具体的に出気づきをいただいていま
す。

・その環境にあった⽀援の仕⽅をお伝
えできるように私たちも学びを続けた
いと思います。

2
訪問⽀援員の⽀援に対する知識・技術等に満⾜しています
か。

10

・専⾨的な視点からアドバイス、ありが
たいです。
・その⼦にあったセンサリー亜痛むなど
を提案してもらっている。
・⽀援⽅法についてわかりやすく教えて
いただき、保育に役⽴てることができ、
満⾜している。
・授業の様⼦を⾒ていただき、児童本⼈
にもいつも的確なアドバイスや⽀援をし
ていただき助かっております。

・私たちも先⽣たちの対応などから学
ばせていただくことが多くあります。

3
訪問⽀援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれて
いますか。

10

・丁寧に応えていただいております。
・⽀援の仕⽅の難しさを共有し、より良
い仕⽅を回答してくれる。
・⽇々の保育の悩みに対して、情報共有
の場で適切に教えていただける。
・情報共有の時間を毎回設けていただ
き、こちらの質問に対していつも丁寧に
対応していただいた。

・「⽀援する⼈を⽀援する」という⽬
的が訪問⽀援にはあります。⽬標が達
成できたこと⼤変うれしく思います。

事業所名
令和8年 3⽉ 24⽇

合計10施設（内訳︓幼児施設 4園 ⼩学校6校）  回収数 100％

訪問先施設からの事業所評価の集計結果公表



4
保育所等訪問⽀援を利⽤したことで、課題や困りごとが解
消または軽減されましたか。

9 1

・その時はうまくいっても次はうまくい
なかったりします。
・訪問いただいた時に関わり⽅や声のか
け⽅等直接⾒せていただき、学びになっ
ています。
・普段児童が抱える課題や悩みについて
共通理解を図ることで課題解消に向けて
⽀援することができた。
・訪問いただいた時に関わり⽅や声のか
け⽅等直接⾒せて頂き、学びになってい
ます。課題、困りごとなど軽減されてい
ると思います。
・こんな時どうする︖が解決できます。
・個別⽀援会議を通して、その⼦⼀⼈⼀
⼈の対応など親⾝に助⾔してくれる。
・成⻑に伴い課題や集団⽣活での困りご
となどに対してアドバイスをいただける
ので⼤変助かっています。

・⼦どもたちの⽣活は家庭での経験か
らすべてがつながっています。その⽇
によってうまくいったりいかなかった
り・・しかし、評価の視点を変えて成
功か失敗かだけでなく、経験値をあげ
ていくという視点に⽴てるように情報
共有会議の時にお話をしなくてはなら
ないと感じました。貴重なご意⾒をあ
りがとうございます。

5 事業所からの⽀援に満⾜していますか。

10

・先⽣⽅を否定せずに認めた上でアドバ
イスに感謝です。
・就学に向けての⽀援など細かい配慮を
していただいている。
・来年度も引き続きお願いしたい。
・授業の中で積極的に学習⽀援をしてい
ただき助かっています。

私たちもたくさんのヒントをいただい
ています。教え⽅等については先⽣の
伝え⽅と⼤きく変わらないように配慮
しつつ、お⼿伝いをさせていただいて
おりますが、何かありましたら逆に教
えていただければと思います。

・訪問してくださり、カンファレンスをすることで職員の学びにつながっています。ありがと
うございます。今後もよろしくお願いいたします。
・いつもお世話になっております。これからもよろしくお願いします。
・いつもありがとうございます。共有会議で情報していただけるので、⼤変助かっています。
今後もよろしくお願いします。
・いつも本校の児童が⼤変お世話になっております。学校とはまた違った視点での⽀援、いつ
も参考にさせていただいています。今後ともよろしくお願いいたします。
・○○さんのことをよく理解してくださっているのが伝わり、情報交換がより良いものになっ
ています。これからもよろしくお願いします。
・いつも丁寧にご⽀援いただき、ありがとうございます。今後も共通理解を諮りながら児童の
より良い成⻑のために努めていきたいと思いますので、ご協⼒よろしくお願いします。

・訪問先のすべての学校・園から回答をいただけたことがとてもうれしく思っています。お
忙しい中をアンケートにお答えいただいた先⽣たちに⼼から感謝しております。

その他のご意⾒ ご意⾒を踏まえた対応



（別紙７）

⼀般社団法⼈発達⽀援ますと福島 発達⽀援センターますと
公表⽇      令和8年 3⽉ 24⽇

チェック項⽬ はい いいえ
⼯夫していると思う点・改善が必要だと

思われる点など
課題や改善すべき点

1 訪問⽀援に使⽤する場合の教具教材は適切であるか。 〇

状況によりお⼦さんによって必要な補助具
（ウエイトブランケットやカラーバールーペ
など）を選んで持参している。

2 利⽤希望者に対して、職員の配置数は適切であるか。 〇

そのお⼦さんに合わせて、訪問⽀援員を変え
ている。4名の⽀援員を登録している。

3
業務改善を進めるためのPDCA サイクル(⽬標設定と振り返り)
に、広く職員が参画しているか。

〇

訪問⽀援員同⼠でこまめに情報を共有しながら進
めている。適宜ますとでの療育時の様⼦もスタッ
フ同⼠で含めて情報を共有している。

4
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設
けており、その内容を業務改善につなげているか。

〇

毎年、評価表を公開するだけでなく、保護者
に⾒てもらえるよう通知している。

5
従業者の意⾒等を把握する機会を設けており、その内容を業務改
善につなげているか 。

〇

戻ってきた時点でカンファレンスを⾏い、業
務時間、内容について話をしている。

6
第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業務改善につなげてい
るか。

〇

保育所等訪問に伺っている施設の管理者から
話を聞くなどして業務改善につなげている。

現状として外部評価を依頼できる機関がな
い。

7
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法⼈内等
で研修を開催する機会が確保されているか。

〇

⾃主参加の研修会をはじめ、それぞれの専⾨
性にあった研修に参加してもらっている。

8
個々のこどもに対してアセスメントを適切に⾏い、こどもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上で、保育所等訪問⽀援計
画を作成しているか。

〇

検査結果、訪問先との打ち合わせ、保護者か
らの聞き取りを⾏ったうえで計画を作成して
いる。

9
保育所等訪問⽀援計画を作成する際には、児童発達⽀援管理責任
者だけでなく、こどもの⽀援に関わる職員が共通理解の下で、こ
どもの最善の利益を考慮した検討が⾏われているか 。

〇

訪問⽀援担当者が中⼼となっているが、情報
を伝え意⾒は募るよう努⼒している。

10
保育所等訪問⽀援計画を作成する際には、訪問先施設の担当者等
と連携し、訪問先施設や担任等の意向を盛り込んでいるか。

〇

情報共有会議の時間も利⽤して訪問先施設や
担任等の意向確認を⾏っている。

11
保育所等訪問⽀援計画が職員間に共有され、計画に沿った⽀援が
⾏われているか 。

〇

保育所等訪問事業の報告書の書式にの中にも
計画内容の⽬標を記⼊している。

12
こどもの適応⾏動の状況を、標準化されたツールを⽤いたフォー
マルなアセスメントや、⽇々の⾏動観察なども含むインフォーマ
ルなアセスメントを使⽤する等により確認しているか。

〇

しっかりと⾏っている。

13
保育所等訪問⽀援計画には、保育所等訪問⽀援ガイドラインの
「保育所等訪問⽀援の具体的内容」も踏まえながら、具体的な⽀
援内容が設定されているか。

〇

しっかりと⾏って⾔うる。

14
保育所等訪問⽀援計画が職員間で共有され、計画に沿った⽀援が
⾏われているか。

〇

１１に同じ。

15
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われる⽀援
の内容や役割分担について確認し、チームで連携して⽀援を⾏っ
ているか。

〇

１⼈の⽀援員が訪問する場合でもその⽇の⽀
援内容を確認している。

16
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われた⽀
援の振り返りを⾏い､気付いた点等を共有しているか。

〇

カンファレンスの中で⾏っている。

17
保育所等訪問⽀援を実施する際、訪問先の理念や⽀援⼿法を尊重
して⽀援を⾏っているか。

〇

訪問先との打ち合わせを⾏い、確認してい
る。

18
毎回の⽀援に関して、記録を取ることを徹底し、⽀援の検証・改
善に繋げているか。

〇

しっかりと記録をとっている。

19
定期的に保護者や訪問先の意向の確認やモニタリングを⾏い、保
育所等訪問⽀援計画の⾒直しの必要性を判断し、適切な⾒直しを
⾏っているか。

〇

訪問先の意向確認やモニタリングは情報共有
会議の時間も使って⾏っている。

20
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

〇

参加している。

21
地域の保健、医療（主治医や協⼒医療機関等）、障害福祉、保
育、教育等の関係機関と連携して⽀援を⾏う体制を整えている
か。

〇

連携を⼼がけている。

22
就学時の移⾏の際には、⼩学校や特別⽀援学校(⼩学部)との間
で、⽀援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

〇

訪問先と共同で就学⽀援シートを作成して、
保護者の⽅に渡ししている。
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事業所における⾃⼰評価結果公表



23
質の向上を図るため、積極的に専⾨家や専⾨機関等に助⾔を受け
たり、職員を外部研修に参加させているか。

〇

研修会は各種、参加している。

24
(⾃⽴⽀援)協議会⼦こども部会や地域の⼦ども・⼦育て会議等へ
積極的に参加しているか。

〇

保育部会と教育部会に参加している。

25
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況
や課題について共通理解を持っているか。

〇

⾦曜⽇はカンファレンスの⽇としている。

26
家族の対応⼒の向上を図る観点から、家族に対して家族⽀援プロ
グラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修
の機会や情報提供等を⾏っているか。

〇

年1回のペアレントトレーニング。3か⽉に1
回のピアカウンセリングを実施している。

27 運営規程、利⽤者負担等について丁寧な説明を⾏っているか。 〇

契約の中でしっかりと⾏っている。

28
訪問先施設に対し、事業の趣旨や訪問⽀援の⽬的等について適切
に説明を⾏っているか。

〇

丁寧に説明をし、毎回報告書（計画つき）を
届けている。

29
保育所等訪問⽀援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思
の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど
もや家族の意向を確認する機会を設けているか 。

〇

⾏っている。

30
「保育所等訪問⽀援計画」を⽰しながら⽀援内容の説明を⾏い、
保護者から保育所等訪問⽀援計画の同意を得ているか。

〇

同意を得ている。

31
定期的に、家族等からの⼦育ての悩み等に対する相談に適切に応
じ、必要な助⾔と⽀援を⾏っているか。

〇

保護者連絡ページをはじめその家庭にあった
連絡⽅法を通じ⾏っている。

32

⽗⺟の会の活動を⽀援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同⼠で交流する機会を設ける等の⽀援をしているか。
また、きょうだい同⼠で交流する機械を設ける等の⽀援をしてい
るか。

〇

きょうだい同⼠が交流する機会の⽀援はおこ
なっていない。

茶話会と合わせて⾏われる療育ではきょうだ
いのお⼦さんも受け⼊れるようにしている。

33
こどもや保護者からの相談や申⼊れについて、対応の体制を整備
するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申⼊れがあった
場合に迅速かつ適切に対応しているか。

〇

迅速に対応している。

34
定期的に通信等を発⾏することや、HPやSNS等を活⽤することに
より、活動概要や連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発
信しているか。

〇

「活動報告」というアプリを使い⾏ってい
る。

35 個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。 〇

契約の際に丁寧に説明し、それを遵守してい
る。

36
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配
慮をしているか。

〇

その⼦にあったやり⽅（絵カード、タブレッ
ト等）を⼯夫している。

37
訪問⽀援に加え、訪問先からの相談等に適切に応じる体制を整
え、必要な助⾔や⽀援を⾏っているか。

〇

情報共有会議を開催し、先⽣たちからの質問
にも丁寧にお答えしている。

38
保育所等訪問⽀援の実施後に、訪問先施設とカンファレンスを
⾏っているか。

〇

その都度と⾔うわけにはいかないが（訪問先
からの依頼）⽉1回は⾏っている。学校とは
業間を使い毎回⾏っている。

39
保育所等訪問⽀援の実施後に、家族等へ適切に⽀援内容等の共有
を⾏っているか。

〇

毎回『サービス提供記録』を公開している。

40 個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。 〇

留意している。

41
訪問先施設からの相談に適切に応じ、信頼関係を築きながら、専
⾨的な助⾔を⾏っているか。

〇

訪問先の事情を考慮した上で⽀援を⾏うよう
に⼼がけている。

42
事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとと
もに、発⽣を想定した訓練を実施しているか。

〇

⾏っているが、⼗分とは⾔えない。
訓練を⾏った際は、保護者に様⼦を伝えてい
る。

43
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な
措置を講じる等、安全管理が⼗分された中で⽀援が⾏われている
か。 〇

⾏っている。

44
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防⽌に向けた⽅策につい
て検討をしているか。

〇

ヒヤリハットの作成は積極的に⾏い、共有に
努めている。

45
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応
をしているか。

〇

担当職員を決め、⾏っている。

46
どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏うかについて、組織的
に決定し、こどもや保護者に事前に⼗分に説明し了解を得た上
で、児童発達⽀援計画に記載しているか。 〇

現在、掲載する必要なお⼦さんはいらっしゃ
らない。しかし、契約の際に説明はしてい
る。

訪
問
先
施
設
へ
の
説
明
等

⾮
常
時
等
の
対
応

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

保
護
者
等
へ
の
説
明
等


	R7訪問等自己評価-1
	R7訪問等自己評価-2
	R7訪問等自己評価-3

